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これまでの主な協議・取組事項（R5～）：市内天然記念物
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令和６年度 市内文化財所有者への現況調査 令和６年度 市内天然記念物の現地調査（有識者視察）

令和７年度 枯死により価値を喪失した天然記念物の指定解除 順次～現地調査結果を踏まえた補助金事業の実施

令和８年度 「真福寺の大カヤ」における保護事業実施



これまでの主な協議・取組事項（R5～）：発掘調査 会議資料１

R８.2.10：文化財審議会
牛石遺跡発掘調査指導委員会を交えた情報提供を実施

令和８年度
実施中の本掘調査の管理、未実施エリアの試掘調査実施、その他エリアの対応

• 企業誘致エリアである牛石遺跡発掘調査に伴い、
R7.4～試掘調査、R7.10～本掘調査【カナデビア誘
致エリア】を実施

• 将来的には昭和50年代の環状列石を含む調査成果
について、未刊行となっている報告書を作成



これまでの主な協議・取組事項（R5～）：文化財指定業務 会議資料１

旭岳麟《松竹梅鶴図》部分 明治前期
紙本着色 四曲一双 175×720cm 都留市

◆指定対象資料 旭岳麟資料群

• 郷土の画家である旭岳麟の資料を指定対象
• 【理由】平成31年度に企画展に伴い資料の修復や研究を深堀しており、またミュージアム都留への寄贈作品であることから

管理がしやすい。【ミュージアム都留が所蔵する資料を中心に指定を行う】

• 令和７年度に旭岳麟の血縁者から新たな資料を数点寄贈

• 都留市文化財審議会委員（有識者）による資料確認を実施（R５、R7）。絵画資料としての指定でははなく、「地域資
料」としての価値付けの元、指定を図ることを目線合わせ

• 「紀州候お抱えの絵師」としての活動をしていたようであり、和歌山県立博物館への問い合わせ実施
（詳細は不明との回答）

令和８年度 「旭岳麟資料群」の指定を実施

• 指定業務は平成23年度以降停止
• 指定候補案件の選定と調査⇒文化財審議会へ諮問⇒翌年度：文化財審議会による答申・指定
• ２か年で１つの資料について文化財指定を行うスケジュールを想定



これまでの主な協議・取組事項（R5～）：文化財保存活用地域計画 会議資料１

• 令和６年度 先進事例（伊勢原市）視察

• 令和7年度 文化庁協議、補助金申請

令和８年度 地域計画作成実施（令和10年度認定）

• 中長期的な計画に基づき、指定・未指定を問わず文化財の現状把握と保存・活用を想定した「地域計画」を作成する（文化庁認定）。
• 「文化財」を起点に、地域のウェルビーイング向上やコミュニティ醸成、新たな価値やニーズの創出など、多角的な切り口での「文化財活用」の検討を図る。
• 計画作成においては「都留市文化財保存活用地域計画策定協議会」の協議および文化財審議会の協議 を行う。



これまでの主な協議・取組事項（R5～）：商家資料館
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• 本施設は大正 10（1921）年の建築で、令和元（2019）年度に実施した耐震補強検討調
査では、「補修・補強をする必要がある」として、都留市公共施設総合管理計画に位置付けの上、
耐震補強工事を実施することとしている。

• 主屋は近年各所に傷みが出ており全体的な修理が必要であると同時に、施設前の道路（国道
139号線）はかなり交通量が多くあるにもかかわらず道幅が狭く歩車分離がなされていないことや、
非常時の緊急輸送道路にも指定されていることから、抜本的な対策→現状の位置から２ｍ程度
曳家が必要。

令和元年度

耐震補強検
討調査の実

施

令和５年度

• 改修調査事業及び
将来コストの算出

令和６年度

• 財政当局を交えた審
議会の実施

※原則保存としたうえで、解
体+記録保存についても可能
性を協議し、「保存」を実施す
る方向で目線合わせ

令和７年度

• 予算確保・活用方法
に向けた再検討

※地域未来交付金等の補助金
活用では将ソフト事業における
将来コストが増加する可能性が
あるため必要最低限の改修とし
て単費での実施を決定

令和８年度

実施設計を
予算化

◆年度毎の状況

令和４年度

改修調査事
業に伴うクラ
ウドファンディ
ングの実施
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